
亘理町国土利用計画策定に関する 
アンケート調査へのご協力のお願い 

亘 理 町 

● アンケート調査票は無記名ですので､お名前・番号等のご記入は必要ありません｡ 

● アンケートは､対象とさせていただいた(あて名の)ご本人がご回答ください｡ 

● パソコンやスマートフォンからもご回答いただけます。 

下記のＵＲＬまたは二次元バーコードから調査票にア

クセスしてください。パソコン・スマートフォンから回

答する場合、宛名ラベルの右下の番号をご入力ください。 

https://forms.office.com/r/gM7LfaXPc1 

 
 

 

 

 

ご記入後のアンケート調査票は､同封した返信用封筒に入れて、 
令和4 年11 月30日(水)までに、切手を貼らずに投函してください｡ 
パソコン・スマートフォンからご回答いただいた場合、調査票の返送は不要です。 

※   ご不明な点やご質問等がございましたら､お手数ですが下記までお問い合わせください｡ 
 

 

 

 

 

【アンケート調査委託機関】 株式会社建設技術研究所 東北支社 都市室 担当：下田、髙村、森 

〒980-0811 宮城県仙台市青葉区一番町4-1-25 JRE東二番丁スクエア  TEL：022-261-6942 

亘理町役場 企画課 企画班   住 所：〒989-2393  亘理町字悠里1 

電 話：0223-34-0505     メール：info@town.watari.miyagi.jp 

※ご記入の前にお読みください※ 

パソコン・スマートフォンから回答する場合、 

送付封筒の宛名ラベルの右下にある７桁の番号の入力をお願いいたします。 

宛名サンプル 
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□ 10 代  □ 20 代  □ 30 代  □ 40 代  □ 50 代  □ 60 代  □ 70 代  □ 80 代以上

  

□ 男性  □ 女性 

  

□ 亘理地区   □ 荒浜地区   □ 吉田東部地区   □ 吉田西部地区   □ 逢隈地区 

  

□ １人暮らし   □ ２人   □ ３人   □ ４人   □ ５人   □ ６人以上 

  

□ 終戦以前から   

□ 昭和 50 年～昭和 63年 

□ 平成 20 年～震災前  

□ 終戦後～昭和 39 年 

□ 平成元年～平成９年 

□ 震災後 平成 23 年～ 

□ 昭和 40 年～昭和 49年 

□ 平成 10 年～平成 19年 

 

  

□ 農業 

□ 林業 

□ 漁業 

□ 鉱業（砕石など） 

□ 建設業 

□ 製造業 

□ 情報通信業 

□ 電気・ガス・熱給湯・水道業 

□ 運輸業、郵便業 

□ 卸売業、小売業 

□ 金融業、保険業 

□ 不動産業 

□ 飲食サービス業 

□ 教育・学習支援業 

□ 医療・福祉業 

□ その他サービス業 

□ 公務員 

□ 派遣会社の正社員 

□ 専業主婦（主夫） 

□ 学生 

□ 無職 

□ その他（具体的に：                                   ） 
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□ 愛着を感じている   □ やや愛着を感じている □ あまり愛着を感じていない 

□愛着を感じていない  □その他（                          ） 

  

□ 暮らしやすい  □ 概ね暮らしやすい  □ やや暮らしにくい  □ 暮らしにくい 

□ その他（具体的に：                                   ） 

  

□ 住み続けたい   

□ どちらかと言えば住み続けたくない 

□ どちらかと言えば住み続けたい  

□ 住み続けたくない 

□ その他（具体的に：                                          ） 

  

□ 豊富な自然環境   

□ 働く場所が多い  

□ 豊富な農産物・水産物   

□ 健全な住環境 

□ レジャー、憩いの場としての水辺 

□ 隣近所との付き合い、コミュニティ 

□ 子育て環境の充実 

□ 災害時の安全性 

□ 交通利便性 

□ 歴史・伝統 

□ 福祉施設の充実 

□その他（具体的に：                                   ） 
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□ 現状に満足している   

□ 市街地の無秩序な開発が目立つ  

□ 農地等の荒廃が目立つ 

□ 空家や空地などが増えている   

□ 山林・原野の無秩序な開発が目立つ 

□ 道路・水路等の荒廃が目立つ 

□ 農地と宅地の混在が目立つ 

□ わからない 

□ その他（具体的に：                                  ） 

□ 豊かな自然を守る土地利用 

□ 土地区画整理等による住宅地の供給 

□ 新たな工業団地の確保 

□ 優良農地を守る土地利用 

□ 耕作放棄地を含む農地の計画的な利用 

□ 既存商店街の活性化 

□ 大規模商業施設の誘致 

□ 公園等を含む観光施設を優先した土地利用 

□ 新たな公共施設の整備を優先した土地利用 

□ 災害対応を優先した土地利用 

□ その他（具体的に：                                  ） 

 

□ 大きな土地利用の改変は避け、現在の農地や住環境の維持・保全 

□ 高速道路の利便性を生かした工場や物流施設の確保と誘致 

□ 高速道路の利便性を生かした大規模な商業施設の確保と誘致 

□ 町民や近隣の市町の人が利用できる大規模な公園の整備 

□ その他（具体的に：                                                             ） 

  

□ 現在の農地として維持・保全  

□ 防災や景観に配慮した宅地開発 

□ スーパーや衣料品店などの商業施設の誘致 

□ 産業用地（工場・倉庫・事務所） 

□ 公園・緑地等の整備 

□ 学校、子育て、福祉施設などの公共施設用地 

□ その他（具体的に：                                       ） 

  

□ 現在の農地として維持・保全  

□ 防災や景観に配慮した宅地開発 

□ スーパーや衣料品店などの商業施設の誘致 

□ 産業用地（工場・倉庫・事務所） 

□ 公園・緑地等の整備 

□ 学校、子育て、福祉施設などの公共施設用地 

□ その他（具体的に：                                       ） 

  

□ 現在の農地として維持・保全  

□ 防災や景観に配慮した宅地開発 

□ スーパーや衣料品店などの商業施設の誘致 

□ 産業用地（工場・倉庫・事務所） 

□ 公園・緑地等の整備 

□ 学校、子育て、福祉施設などの公共施設用地 

□ その他（具体的に：                                      ） 

  

□ 産業用地（水産加工場・倉庫・事務所） 

□ 海浜レジャー施設や宿泊施設の整備・誘致 

□ 農地の維持・保全 

□ スーパーや衣料品店などの商業施設の誘致 

□ 防災や景観に配慮した宅地開発 

□ 公園・緑地等の整備 

□ イベント用の駐車場用地の確保 

□ 学校、子育て、福祉施設などの公共施設用地 

□ その他（具体的に：                                       ） 
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□ いつでも自由に使える車がある 

□ 車はあるが、自分は運転できない  

□ 使う場合、家族との調整等が必要 

□ 車はない 

 

□ 日常的に送迎してもらっている  

□ 送迎してもらうことはない 

□ たまに送迎してもらっている 

 

  

□ 徒歩 

□ 鉄道 

□ 自家用車 

□ 通勤先・学校のバス 

□ ハイヤー、タクシー 

□ バイク  

□ 自転車 

□ さざんか号 

□ その他（具体的に：                                      ） 

□ 週 5 回以上 

□ 週１～２日 

□ 月１回未満 

□ 週３～４日 

□ 月１～２日 

□ 出かけない 

□ 亘理町内 

（地区名：               ） 

□ 亘理町外 

  （市町村名:                   ） 

□ 週 5 回以上 

□ 週１～２日 

□ 月１回未満 

□ 週３～４日 

□ 月１～２日 

□ 出かけない 

□ 亘理町内 

（地区名：               ） 

□ 亘理町外  （市町村名:              ） 

□ 週 5 回以上 

□ 週１～２日 

□ 月１回未満 

□ 週３～４日 

□ 月１～２日 

□ 出かけない 

□ 亘理町内 

（地区名：               ） 

□ 亘理町外 

  （市町村名:                   ） 
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□ さざんか号・わたりん号の両方を知っている 

□ わたりん号だけ知っている 

□ さざんか号だけ知っている 

□ どちらも知らない 

 

□利用している 

→29. にお進みください。 

□利用していない 

→34. にお進みください。 

□ 自家用車・バイク・自転車を持っていない 

□ 雨の日などバイク・自転車を使えない日に 

 利用 

□ 利用したい時間に運行しているから 

□ 運賃・料金が安いから 

□ お酒を飲む日に利用 

□ 自家用車・バイク・自転車の運転が危険・苦手 

□ 自家用車やバイクはガソリン代等維持費が 

 かかるから 

□ 運行ルートが良い・目的地に行きやすいから 

□ 自宅からバス停が近いから 

□ その他（具体的に：                                          ） 

  

□ 見直して欲しいことがある 

→31. にお進みください。 
□ 特にない 

→34. にお進みください。 

□ 土日も運行してほしい 

□ 運行時間帯を変えて欲しい 

□ バス停を増やして欲しい 

□ 定期券の手続きを簡単にして欲しい 

□ 運行ルートを変えて欲しい 

□ 運賃を見直してほしい 

□ 交通機関同士の乗り継ぎを良くして欲しい 

□ その他（具体的に：                                         ） 

  

□ 見直して欲しいことがある 

→33. にお進みください。 

□ 特にない 

→34. にお進みください。 

□ 土日も運行してほしい 

□ 運賃を見直してほしい 

□ 当日予約を柔軟にしてほしい 

□ 運行本数を増やして欲しい 

□ 手続きを簡単にして欲しい 

□ 案内・情報提供 

□ その他（具体的に：                                         ） 

 

□ 自家用車等を利用している 

□ 手続き方法がわからない 

□ 時間がかかる 

□ 案内・情報提供がわかりにくい 

□ 利用したい時間帯に運行していない 

□ 運賃・料金が高い 

□ 家族に送迎してもらえる 

□ 近くにバス停がない・遠い 

□ 運行時間・路線がわからない 

□ 乗務員の接客マナーが悪い 

□ 乗り換え・接続が悪い 

 

□ その他（具体的に：                                           ） 
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□ 人口減少、少子高齢化による地域活力の低下、行政サービスへの影響 

□ 激甚化、頻発化する自然災害の発生への対応 

□ 地域コミュニティの衰退 

□ 観光客、来訪者の減少による地域活力の低下 

□ 耕作者の減少、耕作放棄地の増加 

□ 商業施設の減少、空き店舗の増加 

□ 空き地、空き家の増加 

□ 働く場所の減少 

□ 学校の統廃合 

□ 保育施設の不足 

□ 病院、福祉施設等の不足 

□ 自然・緑の減少、無秩序な開発 

□ 公共施設（建物、道路、橋、水路など）の老朽化 

□ 特にない 

□ その他（具体的に：                                  ）

 

□ ICT 技術を導入することにより行政手続きのオンライン化や各種データ活用を図る、DX(デジタル)推進のまち 

□ SDGs の目標に即した、持続可能なまち 

□ 再生可能エネルギーの活用や省エネルギーが進んだ、環境にやさしいまち 

□ 安全・安心な居住環境の整備を優先する、災害に強いまち 

□ 子育てしやすい環境整備に力を入れる、子育て支援のまち 

□ 魅力的な働く場・住む場を生み出し、住む魅力にあふれる、若者定住のまち 

□ 6 次産業化も視野に入れ、農林水産業を中心として発展する、農林水産業のまち 

□ 買い物の利便性を高める商業地整備や工業発展のための企業誘致を推進する、商工業のまち 

□ 人にやさしい保健・医療・福祉の充実や高齢化対策を進める、健康福祉のまち 

□ 生涯学習活動や芸術・文化・スポーツ活動が活発な、生涯学習・スポーツ・文化のまち 

□ 子どもの学力向上に力を入れる、教育環境が整ったまち 

□ 歴史的遺産を大切にしてまちづくりに生かす、歴史のまち 

□ 観光や国内外の交流事業を進める、観光・交流のまち 

□ 町民と行政、企業、団体等によりまちづくりを行う、地域協働のまち 

□ 社会の対等な構成員として、男女の人権が尊重される、男女共同参画のまち 

□ その他（具体的に：                                       ） 

 


